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第 回

「
成
田
空
港
～
安
芸
高
田
　（
神
楽
門
前
湯
治
村
）
神
楽

鑑
賞
ツ
ア
ー｣

を
活
か
せ

　

安
芸
高
田
市
の
、
神
楽
東
京
公
演
、
神
楽
甲
子
園
の

実
施
、「
日
本
の
祭
り
in
成
田
」
の
成
果
と
し
て
、
神

楽
の
知
名
度
は
も
と
よ
り
、
安
芸
高
田
市
の
知
名
度
が

全
国
的
に
向
上
し
、
年
々
都
市
圏
か
ら
の
観
光
客
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
神
楽
東
京
公
演
や
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
「
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
」
が
ご
縁
で
、
昨
年
関

東
圏
（
東
京
等
）
に
在
住
す
る
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
が
結
束
し
、「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
の
会　

関
東
支
部（
会
員
約
２
０
０
名
）」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
安
芸
高
田
市
へ
の
観
光
・
特
産
品

の
販
売
や
企
業
誘
致
の
糸
口
が
で
き
た
こ
と
は
、
行
政

と
し
て
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
コ
ニ
コ

生
放
送
で
、
神
楽
東
京
公
演
を
生
中
継
し
た
と
こ
ろ
、

お
よ
そ
３
万
５
千
人
が
視
聴
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
神
楽
観
光
の
商

品
化
に
つ
い
て
、
協
議
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
内
の

観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
が
少
な
い
こ
と
は
無
論
の
こ

と
、
広
島
空
港
か
ら
の
二
次
交
通
等
が
課
題
に
な
っ
て

な
か
な
か
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
昨
年

8
月
に
春
秋
航
空
日
本
が
成
田
―
広
島
間
に
就
航
し
、

低
価
格
で
の
ツ
ア
ー
の
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
10
月
に
、
神
楽
を
中
心
と
し
た
ツ
ア
ー
の
商
品

化
の
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
、
記
者
向
け
の
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
で
は
、
神
楽
門
前
湯
治
村

の
雰
囲
気
や
神
楽
、
そ
し
て
安
芸
高
田
郷
土
料
理
、
特

に
祭
り
の
接
待
料
理
の｢

も
ぐ
り｣

に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
満
足
で
き
る
と
評
価
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
般
、こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、｢

春
秋
航
空
日
本
」、「
日

本
空
輸
」、「
安
芸
高
田
市
」
の
3
者
に
よ
る
共
同
企
画

と
し
て
、
神
楽
門
前
湯
治
村
に
宿
泊
し
、
伝
統
芸
能
ひ

ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
を
鑑
賞
す
る
首
都
圏
出
発
の
ツ

ア
ー
が
、
今
年
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
68
回
に
わ
た
っ

て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
価
格
も
成
田
空
港
～
広
島
空
港

～
安
芸
高
田
（
神
楽
門
前
湯
治
村
）
の
往
復
運
賃
と
宿

泊
（
食
事
付
）
込
み
で
格
安
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。（
３

月
ま
で
１
万
９
、
８
０
０
円
～
、
４
・
５
・
６
・
９
月

２
万
３
、
８
０
０
円
～
・
７
月
２
万
８
、
８
０
０
円
～
・

８
月
３
万
９
、
８
０
０
円
～
）
こ
の
ツ
ア
ー
は
安
芸
高

田
市
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
、
画
期
的
な
こ
と
で

す
。
中
国
運
輸
局
、
広
島
県
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
こ

と
で
、
今
後
を
興
味
深
く
見
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
を
持
続
す
べ
く
、
具
体
的
対
策
を
講
じ

て
い
く
た
め
、
市
職
員
は
も
と
よ
り
、
観
光
協
会
を
は

じ
め
、
様
々
な
関
係
機
関
と
連
携
し
、
ま
た
、
市
民
の

皆
様
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
歴
史
民
俗
博
物
館
・
郡
山
城
跡
・

湧
永
庭
園
・
土
師
ダ
ム
桜
等
の
観
光
地
巡
り
や
、
季
節

に
よ
り
催
さ
れ
る
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
・
農
家
体
験
等
の

多
彩
な
行
事
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
ツ

ア
ー
と
し
、
来
年
も
再
来
年
も
安
芸
高
田
市
に
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
客
様
の
要
望
に
応
じ
て
、
安
芸
高
田
市
か
ら
広
島
市

ま
で
を
巡
る
コ
ー
ス
の
選
択
も
可
能
に
し
、
お
客
様
の

選
択
肢
も
幅
広
く
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

神
楽
は
若
者
を
魅
了
す
る
力
が
あ
り
、
神
楽
団
員
と

な
り
神
楽
を
し
な
が
ら
地
元
に
残
り
、
生
活
で
き
る
道

を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
定
住
へ
の
繋
が
り
が
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
般
、
神
楽
東
京
公
演
を
中

国
新
聞
の
東
京
支
社
編
集
部
長
の
小
川�

伸
夫
氏
が
取

材
さ
れ
、
安
芸
高
田
市
の
取
組
を
「『
地
方
創
生
』
の

先
取
り
で
あ
る
」
と
記
事
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

私
に
と
っ
て
大
変
元
気
の
出
る
記
事
で
し
た
。

　

現
に
、
広
島
市
等
の
市
外
か
ら
多
く
の
若
者
が
本
市

の
神
楽
団
に
所
属
し
て
練
習
・
実
演
し
て
い
ま
す
。
こ

の
若
者
は
本
市
に
定
住
す
る
可
能
性
の
高
い
若
者
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
定
住
し
た
若
者
も
い
ま
す
。

神
楽
を
通
じ
た
一
連
の
取
組
が
、
安
芸
高
田
市
の
人
口

減
対
策
や
観
光
振
興
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま

す
。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成27年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

4件

0人

6人

11件

0人

21人

－7件

－0人

－15人

死 者 数

負傷者数

H27.1末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

　運転中は、車間距離を取り、前方に対する注
視を怠らず、時間と心にゆとりを持って交通事
故防止に努めましょう。

☆広島県に交通事故多発警報発令
　８年ぶりに広島県交通死亡事故多発警報が発令されました。

（１月22日～ 31日までの10日間）
☆１月中、県内において17人の方が交通事故により亡くなら

れました。
～自分や大切な家族のためにも、尊い命を大切にしましょう～

平成27年　広島県交通安全年間スローガン
～　思いやり　ゆとりは無事故へ　つづく道　～
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　春になり、日も長くなって子供が外で遊ぶ時間
も増えてきます。
　同時に子供を狙った不審者も、チャンスをうか
がっているものです。
　不審者がいないのではなく、地域のみなさんが
子供を見守っているからこそ、手を出せないので
す。
　全国での子供の連れ去り事案は、毎年90件前
後発生しています。
　今年に入っても、児童が殺害された悲惨な事件

が発生しました。
　安芸高田市で発生していないか
らと油断せず、どうかみなさんで
子供たちを気にかけてください。

※　お太助フォンの詐欺防止動画のご案内
　お太助フォンの「動画視聴」を押し、次に

「振り込め詐欺対策」を押すと、物まね芸人
コロッケさんによる動画を見ることができま
す。ぜひご視聴ください。

地域で子供を見守りましょう

○　管内の交通事故の特徴
　※１月中の人身交通事故は
　 ・脇見による追突事故（信号待ち）3件
　 ・進路変更時の接触　　　　　　　1件　でした。

国
家
＝
人

　

中
国
を
嫌
い
な
人
が
日
本
で
８
割
を
超

え
て
い
る
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
正
直
に

言
え
ば
、
私
も
今
の
中
国
政
府
に
好
感
は

持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
中
国
政
府
が
正
当
な

行
為
と
主
張
す
る
、
少
数
民
族
へ
の
弾
圧

に
代
表
さ
れ
る
人
権
侵
害
は
承
伏
で
き
な

い
か
ら
で
す
。
ま
た
多
く
の
日
本
人
は
、

日
本
に
対
す
る
外
交
的
態
度
も
気
に
入
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
同
じ
よ

う
に
韓
国
の
印
象
も
悪
化
し
て
、
国
内
で

は
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

で
も
同
時
に
自
国
の
政
府
に
疑
問
を
感

じ
て
い
る
中
国
や
韓
国
の
人
々
が
私
の
周

り
に
も
い
ま
す
。
尖
閣
諸
島
を
巡
っ
て
反

日
運
動
が
高
ま
っ
た
時
に
、
中
国
で
使
わ

れ
て
い
る
携
帯
に
日
本
の
技
術
や
部
品
が

多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
中
国
の
親
族

や
友
人
に
語
り
、
日
本
へ
の
嫌
悪
感
は
意

味
が
な
い
こ
と
を
訴
え
た
留
学
生
も
い
ま

す
。
韓
国
の
現
政
権
は
変
だ
と
語
る
韓
国

の
友
だ
ち
も
多
く
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

日
本
を
嫌
い
な
人
も
中
国
や
韓
国
に
は
い

ま
す
し
、
中
国
や
韓
国
で
嫌
な
思
い
を
し

た
日
本
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
家
（
政
府
）
の
考
え
が
、

全
て
の
国
民
の
考
え
で
は
当
然
な
が
ら
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
も
同
じ
で
す
。
前
政
権

時
代
、
そ
の
対
外
政
策
を
批
判
し
た
人
も

い
ま
し
た
し
、
現
政
権
を
批
判
す
る
人
も

い
ま
す
。
他
国
へ
の
声
高
な
批
判
を
聞
く

と
、
こ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
当
た
り
前
の

こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
顔

の
見
え
る
関
係
で
す
。
中
国
や
韓
国
に
顔

の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
る
人
は
、
国

家
間
が
揉
め
て
い
て
も
「（
政
府
の
よ
う

な
）
そ
ん
な
人
ば
か
り
で
は
な
い
」
と
す

ぐ
に
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
顔
が
見

え
る
関
係
が
重
要
で
す
。
私
は
中
国
政
府

を
批
判
し
て
も
、
簡
単
に
中
国
が
嫌
い
だ

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
顔
の
見
え
る
関
係
を

つ
く
る
、
多
文
化
共
生
も
そ
こ
か
ら
始
め

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課　
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